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 幅広い有機化合物を合成できる技術
・アズレン、ベンゼンを含む誘導体
・ペプチド合成・グリコシル化も経験あり、合成可能です
・理化学研究所での合成研究あります

 機器分析を利用した構造解析
・NMRスペクトル・IRスペクトルなどの分光機器も測定・解析します
・高分解能質量分析スペクトルも使用出来ます

 分析機器も利用できます
・高速液体クロマトグラフィー（HPLC）、ガスクロマトグラフィー（GC）も常に使用出来ます
・カラムクロマトグラフィー・再結晶などによる精製技術もあります

 新規アズレン誘導体の合成
・アズレンはベンゼンに似た芳香族化合物ですが、構造の違いにより、ベンゼン誘導体とは全く異なる
挙動を示します。アズレン誘導体は、医薬品・有機電子材料などの利用が試みられています。

 新規ヒダントイン誘導体の合成
・ヒダントインは生物活性化合物であり、中枢神経に特に作用する化合物群として知られています。
新規に合成した化合物の中には抗がん活性を示すものも見いだしています。
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 新規化合物の合成
・機能性を有する有機化合物の合成を行っています。新規の有機化合物でしたらどのような構造も
合成できます。有機化合物の構造解析も行います。

 既知化合物の合成
・分析・解析のための標準サンプル合成も手早く合成・提供可能です。

 有機化合物を素材として利用する企業
・香料・原薬・光学電子素材

 共同研究（開発応用等）
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